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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 

（アップデート） 
 

 

当社は、2024年９月13日に公表しました、資本コストや株価を意識した経営の実現に

向けた対応について、現状を再分析し進捗状況等を更新いたしましたので、お知らせい

たします。 

内容につきましては、添付資料をご参照ください。 

 

 

以 上 



東洋ドライルーブ株式会社
（証券コード：4976）

2026年９月11日

資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた取組み

（アップデート）



1.現状分析（連結）

経営指標 22.6期 23.6期 24.6期 25.6期 26.6期

売上高［百万円］ 3,666 3,869 4,699 5,194 5,412

経常利益［百万円］ 741 421 807 976 916

純利益［百万円］ 575 332 617 702 603

PBR［倍］ 0.39 0.34 0.46 0.51 0.47

PER［倍］ 5.75 9.12 7.17 7.48 8.64

ROE［％］ 7.08 3.82 6.68 7.03 5.64

◼当社のＲＯＥ（自己資本当期純利益率）は、2025 年度まで株主資本コストを下回る水準（2022-
2026 年度の過去５年平均は 6.05％）であり、ＰＢＲ（株価純資産倍率）は、同平均 0.43 倍と
なっており、いずれも横這いでの推移となっております。 

◼一方で市場評価につきましては、直近５年継続してＰＢＲが１倍を下回っていること から、株価
は割安な水準で推移していると認識しております。 
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2.改善に向けた方針と目標

Ｐ
Ｂ
Ｒ
の
向
上

ROEの
改善

PERの
改善

1. 事業成長と収益力の向上(2-1項参照）

• ＰＢＲの改善は経営上の重要課題であるとの認識
のもと、ＲＯＥの向上を目標と します。

• 設備投資、研究開発費、人的資本投資への成長投
資を継続します。

3． ＩＲ活動の充実 (2-3項参照）

• 株主、投資家とのコミュニケーション機会を充
実させ、積極的な情報発信を行いま す。

2. 株主還元の強化 (2-2項参照）

• 累進配当を意識した株主還元を実施します。 
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2-1.具体的な取組：事業成長と収益力の向上

経営指標 22.6期 23.6期 24.6期 25.6期 26.6期 27.6期
（予想）

設備投資（百万円） 535 980 880 952 1,331 1,175

研究開発費（百万円） 101 111 117 114 139 159

経常利益率（％） 20.2 10.9 17.2 18.8 16.9 15.1

EBITDA（％） 18.3 14.9 21.9 22.4 20.1 19.5
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◼営業開拓により事業成長を促し、生産性を高める設備投資の継続により、
利益率の向上へ繋げます。 
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2-2.具体的な取組：株主還元の強化

◼上場以来続けている安定的かつ累進的な配当を、継続して実施いたします。 
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2-3.具体的な取組：IR活動の充実

◼株主、投資家向けの説明会を２月25日と９月２日に開催し、ホームページやロ
グミーFinanceを通じて、情報発信を行いました。株主、投資家との対話、面談
を年間10回実施しました。 

◼事業所所在地のプロサッカーチームや花火大会、祭事等への協賛を通じて、
知名度向上を図ってまいりました。

◼スタンダード市場に属する時価総額 60 億円前後の中小型株である当社は、

機関投資家よりも個人投資家の売買が中心になっていると考えております。
特に個人投資家に対するＰＲ活動が重要であり、成長の可能性がある魅力
的な投資対象として認知してもらえるように、事業内容・企業活動に対する情
報発信や非財務情報の情報開示を充実させ、成長性に対する投資家の適切
な理解を得られるようにＩＲ活動を 一層強化して参ります。

当社がスポンサー契約を締結しているスフィーダ世田谷FC（なでしこリーグ1部）ユース

チームになります。
祭事協賛例：みのわ祭り（長野県）
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